
地球プラス 5％

この話は 1971 年にラリー･ハニガンによって書かれた。その唯一の目的は、現実のシンプルな算数と、現

行の銀行制度について　--　つまり 100 にゼロを足しても 105 にはならないこと、そして何もないところから作

られたものに利子を課しても返済は不可能であり、またそれによって、何もないところからお金を作る者（つ

まり銀行）に大きな権力を与えている、ということを説明することである。

お金（マネー）とは便利な日用品ではなく、貸し方・借り方の帳簿システムであり、それ以上のものではない。

この話は人々に対する教育ツールとしてインターネット上に公開された。多くの人がこの話を取りあげ、他の

言語に翻訳してインターネット上で公開してくれたのはとても役に立った。

だが残念ながらある人はこの話を利用し、私へ知らせることなくこの話の作者は自分だと主張した。それだ

けではなく、この話を自分の考えに合わせて変造し、一部を削除してさらに陰謀説（真実かまたは偽りの）

や、いわゆる古代の知恵とかミステリーとか宗教的な話を加えている。そうすることによって、これらの人々

は実際、敵を助けていることになる。

どうやって？

遅かれ早かれ、次のアクトン卿の言葉が現実となるだろう。

『何世紀もの間広まり、遅かれ早かれ戦わなければならなくなる問題とは　「人と銀行」の戦いだ』

あらゆる言語で、日々、戦いの日が近づいている。敵が人々を分断し、また 100+0　は 105 にはならない、

という真の問題から目をそらさせるためにこの話を利用できるような使い方はしないで欲しい。

（原文は　www.larryhannigan.com に記載されています。）

地球プラス 5％
ラリー・ハニガン　－　オーストラリア  　(c)1971-2009

ファビアンは明日大衆に向けて行なう講演の予行練習をしながら、わくわくしていた。彼がいつも求めてい

たのは威信と権力であり、いよいよその夢が叶う時が来たからだ。ファビアンは金銀を使ってジュエリーや装

飾品を作る職人だったが、生活のために働くことに満足できなくなった。彼が求めているのは興奮でありチャ

レンジだった。それが今始まろうとしている。

何世代にも亘って人々は物々交換取引を行なってきた。家族を扶養する男は、すべての必需品を自分で

用意するか、または特定の物を生産していた。そして生産物に余剰が出ると、それを他の人の余剰品と交

換した。

市場が立つ日はいつも騒がしく、埃っぽかったが、人々は大声でやりあったり、手を振ったりといった交流

を心待ちにしていた。かつてそこは楽しい場所だったが、今は、あまりに人が増え、言い争いが多くなって

しまった。おしゃべりをしている時間はなくなり、もっと良い制度が求められていた。

一般に、それまで人々は幸福で、自分たちの仕事の成果を享受していた。

それぞれのコミュニティにシンプルな政府が作られた。その役目は、個人の自由と権利が守られるよう、そし

て他者や他の組織の人から個人の意思に反することを強要されないようにするためだった。
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それが政府の唯一無二の目的であり、各政府の長は彼を選出した地域コミュニティから自発的に支持され

た。

しかし、市場の日のことは彼らが解決できない問題の一つだった。ナイフ 1本はとうもろこし 1籠と交換すべ

きか、2籠か？牛と荷車はどちらが価値があるか、といった問題だった。より良いシステムを、誰も思いつか

なかった。

ファビアンは次のように告知した。「物々交換の解決策があります。明日の市民集会へ、皆さんどうぞ来てく

ださい」

翌日、市街広場には多くの人が集まった。そこでファビアンは、「通貨(マネー）」と呼ばれる新しいシステム

について説明した。それは良い話のようだった。「どうやって始めれば良いのか？」と市民は聞いてきた。

「装飾品や宝石に作り上げる金（ゴールド）は優れた金属です。変色しないし、錆びないし、長持ちします。

金で硬貨を作り、1 つの硬貨を 1ドルと呼びましょう」

彼は、いかにして価値が決まるか、そしてその「硬貨」が実際は交換の媒体となり、物々交換よりもずっと良

いシステムになると説明した。

一人の知事が尋ねた。「ある人は金を掘って自分で通貨を作ることができる。それでは不公平だろう」

これに対してファビアンにはもう答えの用意ができていた。「政府が認めた硬貨だけを使えるようにして、そ

こに特別の印をつけます」。これは理に適っているようだった。そしてすべての人が同じ数の通貨を与えら

れることが提案された。するとろうそく職人が、「でも私は一番たくさんもらう権利がある。なぜなら皆が私の

ろうそくを使うから」と言った。農民は「それは違う。食料がなければ死ぬ。だから私たちが一番たくさんもらう

べきだ」。激論が続いた。

しばらく議論させた後、ファビアンは最後に言った。「誰も同意しないので、あなたが要求する額を私からも

らうというのではどうでしょう。返済能力の範囲内なら、制限はありません。多く受け取った人ほど、1 年後に

は多く返済しないといけません」。　人々はファビアンに、「あなたは私たちから何を受け取るのですか」と尋

ねた。

「私は通貨を供給するというサービスを提供するのですから、その仕事の対価をもらう権利があります。あな

たがたが金貨を 100枚受け取ったら、1 年後に私に 105枚返すのはどうでしょう。5枚が私の手数料です。

これを利子と呼びましょう」

他に方法がないようだったし、手数料として 5％はわずかなものだと人々は思った。「では来週金曜日に戻っ

てきてください。これを始めましょう」

ファビアンは時間を無駄にしなかった。昼夜硬貨を鋳造し、一週間が経つ頃にはすっかり準備万端となっ

た。彼の店の前に人々が列をなし、政府が硬貨を調べて承認した後、システムが始まった。ある人は少しだ

け借りてさっそく新しいシステムを試みようとした。

人々は通貨はすばらしいことを発見し、すぐにすべてのものをゴールドの硬貨、またはドルで価値を換算す

るようになった。彼らがものに認めた価値は「価格」と呼ばれ、その価格は生産に必要とされた作業量に対

して主につけられた。作業が大変だと価格は高く、簡単なものだとかなり安くなるという具合だった。

ある町にアランが住んでいた。彼はその町で唯一時計を作る職人で、彼の時計の価格は高かった。なぜな

ら顧客は彼の時計を手にするために喜んでお金を払ったからである。
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ある時、別の男が時計を作り出し、売れるようにとアランより安い価格で提供しはじめた。アランは値下げを

余儀なくされ、するとすべての価格が下がったために二人とも安い価格で高品質のものを提供するために

一生懸命働かなければならなくなった。これは真の自由競争だった。

建設者、輸送者、会計士、農民などあらゆる仕事で、同じことが起きた。顧客はいつも、最も良い取引と思

われるものを選んだ。選択の自由が与えられたのだ。認可や関税といった他の人が事業に参入するのを阻

む人工的な保護制度はなかった。生活水準は向上し、しばらくすると人々は通貨がない時はどうしていた

のだろうと思うほど、お金はなくてはならないものとなった。

その年の終わりにファビアンは店を出て、お金を貸したすべての人を訪れた。ある人は借りた以上のお金を

持っていた。しかし、つまりそれは最初に作ったお金の額は決まっていたため、他の誰かは借りたお金より

少ないお金しか持っていないということだった。借りたお金以上を持っている人は借りたお金に 5％をプラス

してファビアンに返済したが、この取引を続けるために、またファビアンから新たにお金を借りなければなら

なかった。

最初に借りたお金よりも少なくなっていた人は、初めて自分に借りがあることに気づいた。ファビアンはもっ

と多くのお金を貸す前に、彼らの持っている資産を担保として取り上げた。誰もが追加分の 5 つの硬貨を集

めようと頑張ったが、それはいつも大変だった。

結局のとろこすべての硬貨をファビアンに返済するまでは、国全体が借金から抜け出せないということを誰

もわかっていなかった。たとえ全額を返済しても、100 の硬貨に対して誰にも貸し出されていたわけではな

い 5 つの余分な硬貨を払わないといけなかったからだ。利子を払うことは不可能だ、ということをわかってい

たのはファビアンだけだった。なぜならその利子分の追加の硬貨はもともと作られてはいなかったのだから、

誰かが取り損なうのは当然だった。

たしかにファビアンもいくつかの硬貨を使った。しかし全体の経済の中の 5％にあたるようなたくさんの硬貨

を一人で使うことは不可能だった。なぜなら何千人もの人に対して、ファビアンはたった一人だったから。

さらに、ファビアンは当時も金細工職人として快適な暮らしを送っていた。

ファビアンの店の裏には金庫室があり、人々はそこに硬貨を保管しておくと便利だということに気づいた。保

管金額とその期間によってわずかな手数料を取った。ファビアンは硬貨を受け取ると受領書を所有者に渡

した。

ある人が買い物に行く時、いつもたくさんの金の硬貨を持ち歩かない。その代わり、買いたいものがあると

店の主人に、その商品の価格分だけの受領書を手渡した。

店主がその受領書を本物だと認めれば、コインの代わりに受け取る。それをファビアンのところへ持って行

けば、それに相当するコインをファビアンから受け取ることができると考えたからである。こうして、金ではなく、

受領書が人の手を渡るようになった。人々は受領書に信頼を寄せるようになり、硬貨と同じようにそれを受

け取った。

しばらくしてファビアンは、実際に金の硬貨を要求する人がほとんどいないことに気づいた。

ファビアンは自問した。「私はこれらすべての金を所有し、そして今でも勤勉な細工職人をしている。これは

おかしい。どうしてここに置かれたままで滅多に要求されない金のために、私に喜んで利子を支払う人がた

くさんいるのだろうか。

確かに、金は私のものでない。でも私が持っている。それだけが重要なことなのだ。私は硬貨を作る必要は
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ほとんどなく、金庫にある硬貨を使えば良い」

こうして最初は用心深く、少しずつ金庫の硬貨を借し出し、それも多額の担保の存在を確かめてからだった。

しかしファビアンはだんだん大胆になり、徐々にたくさんのお金を金庫から貸し出すようになった。

ある日大きな金額の貸し出しを求められた。ファビアンは、「すべて硬貨として持つのでなく、あなたの名前

で預金を作れます。私はあなたに硬貨の価値に相当する受領書を渡します」と言った。借り手は同意し、た

くさんの受領書を持ち帰った。こうして彼はお金を借りたが、それでも金は依然として金庫にあるままだった。

顧客が帰った後ファビアンはほくそえんだ。ケーキを食べてもまだケーキがある。彼は金を貸し出し、それ

でも彼の持ち物として持ち続けることができた。

友人、他人、敵でさえも事業を続けるために資金が必要だった。そして担保を差し出せば、必要なだけ借り

る事ができた。ファビアンは受領書を書くだけで金庫にある金の何倍もの価値のお金を貸すことができた。

そしてファビアンはその金の所有者でもなかった。本当の所有者が金を要求しない限りすべては安全で、

人々の信頼は保たれた。

彼は個人ごとの債務と債権を示す帳簿をつけた。貸し出し事業は実に高収益だった。

コミュニティにおけるファビアンの社会的立場は、彼の富と同じく増した。彼は重要人物となり、尊敬を集め

た。金融について、ファビアンの言葉は神聖な発表のようだった。

ある日、ファビアンの行動に興味を持った他の町の金細工師たちが会いに来た。 

ファビアンは彼らに、自分がしていることを教えたが、これを秘密にしておくことが必要だと強調することを忘

れなかった。

もし彼らの計画が暴露されたら目論見は失敗する。だから彼らは、独自の秘密の同盟を作る事に合意した。
　　

それぞれの細工師が自分の町に戻り、ファビアンが教えたことを実行し始めた。

人々は受領書を金そのものと同じ価値があるものとして受け取り、多くの受領書が硬貨と同じように金庫に

保管されるようになった。商人が商品の支払をしたい時、彼はファビアンに自分の口座から別の商人の口

座にお金を移すように指示した。ファビアンにとってこれは数字を変えるだけだったので数分でできることだっ

た。

この新しいシステムは一般的になり、この指示のメモは「小切手」と呼ばれた。

ある夜遅く、金細工師たちは別の秘密会議を開き、そこでファビアンは新しい計画を発表した。

翌日、ファビアンたちは全ての知事を集めて会議を開いた。「我々が発行する受領書はとても評判が良い。

もちろんあなたたちも使っていて便利だと思っているでしょう」知事らは同意し、ファビアンは何を言いたい

のかといぶかった。ファビアンはこう続けた。「ある受領書は偽造者によって偽造されています。これは止め

なければといけません」

知事たちは警戒した。「自分たちに何ができるというのだ」とファビアンにたずねると、「私の提案は、まず、

特別な紙に精巧なデザインをした新しい紙幣を印刷することを政府の仕事にすることです。そして紙幣一

枚ずつに、知事のサインをします。 われわれ金細工師が印刷費用を喜んで払います。それによって私たち

が受領書を書く時間が節約されるのですから」。これに対して知事は「ニセモノから人を守ることは政府の仕

事ではないか。確かにその助言は良い考えだ」と言って紙幣の印刷に合意した。
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次に、とファビアンは言った。「ある人は金を掘り出して自分の金硬貨を作っています。金塊を持っている人

はそれを差し出さないといけないという法律を作るべきです。もちろん、代わりに紙幣と硬貨を彼らは受け取

ります」

これも良い考えのようだったので、知事たちは深く考えることなく大量の紙幣を印刷した。紙幣には 1ドル、

2ドル、5ドル、10ドルといった価値が印刷され、金細工師はわずかな印刷代を支払った。

紙幣になって持ち運びがずっと簡単になり、すぐに人々はこのシステムを受け入れた。しかしその人気にも

かかわらず、この新しい紙幣と硬貨は全取引の 1割にしか使われなかった。記録では全ビジネスの 90％は

小切手システムであったとなっている。

ファビアンの次のプランが始まった。それまで人々はお金を預かってもらうためにファビアンにお金を払って

いた。しかしもっとたくさんのお金を人々から集めるために、ファビアンは預かったお金に 3％の利子を払う

ことにしたのだ。

ほとんどの人は、自分が預けたお金が 5％の利子でまた貸しされ、ファビアンの儲けは 2％だと思っていた。

さらにはそれまでのように預かってもらって保管料の手数料を払う代わりに 3％の利子をもらうのだから、人々

はファビアンが 2％を受け取ってもそれを疑問に思うことはなかった。

預金の額が増えるにつれて、さらに金庫のお金が増えるとファビアンは、金庫に入ったお金 100ドル当たり、

200ドルとか 300ドルとか 400ドルとか、多い時には 900ドルも貸し出すことができるようになった。ファビア

ンはこの 9 対 1 の比率を超えないよう、慎重に貸し出した。なぜなら 10 人中１人は、お金を返すよう要求し

たからだ。

要求された時に十分なお金がなかったら、自分の預金帳にいくらお金があるか示されているので人々は疑

いを持つ。そうはいってもファビアンは実際には 100ドルしかないのに自分で小切手を書くことによって 900
ドルを貸せばその 5％である 45ドルを利子として要求することができた。貸し出したお金と利子、945ドルが

返済されると、借方の 900ドルは消され、ファビアンには利子の 45ドルが自分の利益となる。なので金庫か

らまったく出ることのない 100ドルの預金に 3ドルの利子を払っても彼は十分満足だった。これはつまり、金

庫にある 100ドルごとに、ファビアンは 42％の利益を出す事が可能ということだ。ほとんどの人はファビアン

の利益は 2％だと信じていたが。他の金細工師も同じことをしていた。ペンで書くだけで、何もないところか

らお金を作り出し、その上に利子を要求したのである。

事実金細工師たちは硬貨を鋳造せず、政府が作って彼らに渡した紙幣や硬貨を配布するだけだった。ファ

ビアンの出費はわずかな印刷費だけだった。それでも彼らは何もないところからお金を創造し、それに利子

を要求した。大部分の人はマネーサプライは政府がやっていると信じていた。また大部分の人はファビアン

が、誰かが預金したお金を貸し付けていると思っていた。しかし奇妙なことに、貸し出しがなされても誰の預

金も減らなかった。もし人々が一度に預金を下ろせば、この詐欺は暴かれたであろう。

貸付が紙幣か硬貨で要求されても問題はなかった。ファビアンは政府に、人口増加と生産増加によって、

より多くのお金が必要とされていると説明し、わずかな印刷手数料を払って追加の紙幣や硬貨を政府から

受け取った。

ある日思慮深い一人の男がファビアンのところへ来た。「この利子手数料はおかしい。100ドル貸すごとに

あなたは 105ドルの返済を求めている。しかし追加の 5ドルは存在していないのだから、ぜったいに払えな

い。

農民は食料を生産し、生産者は商品を作っている。しかしあなただけがお金を作っている。この国に 2 人の
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ビジネスマンしかいないとして、残りの人はすべてどちらかに雇用されているとしよう。もし２人が 100ドルず

つ借りて、賃金、経費などで 90ドルを払えば、10ドルが利益（ビジネスマンの賃金）となる。つまり合計の購

買力は 90ドル足す 10ドルの倍で 200ドルだ。それでも 2 人があなたに返済するためには合計で 210ドル

分売らないといけない。1 人が 105ドル分売れたら、もう 1 人は 95ドル分しか売れない。なぜなら、お金は

全部で 200ドルしかないのだからもう 1 人の製品の一部は売れ残るのだ。

それでもビジネスマンはファビアンに 10ドル返さなければならず、そのためにはあなたからもっとお金を借

りないといけないのだ。これは不可能なシステムだ」

男は話し続けた。「だからファビアン、あなたは 105ドルを発行するべきだ。100 を私の分、５をあなたの分と

して。こうすれば、105ドルが流通し、債務を返済できる」

ファビアンは静かに話を聞いていて最後にこう言った。「金融経済は実に深いテーマなのだ。勉強するのに

何年もかかるのだよ。この問題の心配は私に任せてくれ。あなたは自分のことをしなさい。もっと効率良くこ

とを行い、経費を削減して良いビジネスマンになりなさい。 これらの問題について、いつでもあなたを助け

るつもりです」

男は納得いかなかったが、その場を去った。ファビアンのやり方は何かがおかしく、質問をうまく避けられた

と男は思った。

それでも大部分の人たちはファビアンの言葉を尊重した。「彼は専門家だ。他の人が間違っているに違い

ない。どんなに国が発展したか、どんなに生産性が向上したかを見ると良い。われわれはより豊かになった

に違いない」

借りたお金に付く利子をカバーするために、商人は価格値上げをせざるを得なかった。賃金労働者は賃金

が安すぎると不満を言った。雇用者は賃金を上げたら破綻すると言って、それを拒んだ。農家は生産物に

対して正当なお金を得られなかった。主婦は食料が値上がりしすぎると文句を言った。

最後に、ストライキをする人が出てきた。それはかつてはなかったことだった。ある人は貧困にあえぐように

なり、それでもその友人や親戚も、その人を助ける余裕はなかった。大部分の人は、自分たちのまわりに存

在する真の富、肥沃な土地や偉大なる森林、鉱物や牛たちのことを忘れてしまった。人々が考えるのはお

金のことだけになった。そしてお金はいつも足りないように思えた。それでも人々が金融システムに疑問を

持つことはなかった。なぜならそれは、政府が運営していると信じていたからである。

ごく一部の人は、余ったお金を貯めてそれを人に「貸し付けたり｣「融資」したりする会社を設立した。この方

法で彼らは 6％以上の利子を手にすることができた。これはファビアンの 3％よりは割が良いが、しかし彼ら

は自分たちが持っているお金しか貸すことはできなかった。なぜなら彼らは何もないところから通帳に数字

を入れるだけでお金が作れるという奇妙な力は持っていなかったからである。

これらの融資会社の存在はファビアンや彼の友人たちを心配させたため、いくつかの融資会社をファビア

ンたちもすぐに設立した。それは他社をそれが軌道に乗る前に買収することがほとんどだった。すべての融

資会社はこうしてすぐにファビアンたちに所有されるか、その支配下に入った。

経済状況はさらに悪化していった。賃金労働者は経営者だけが多く儲けていると信じ、経営者は労働者が

怠けていて賃金分だけ働いてないと言った。誰もが誰かを非難した。知事はそれに対する答を出すことは

できなかったし、それよりも緊急の問題は困窮にあえぐ人々を助けることのようだった。

こうして政府は福祉政策を始め、人々に、貧しい人のために寄付を強請する法律を成立させた。これは多く

の人の怒りを買った。なぜなら人々は周りの人を助けるのは自発的行為であるべきという古い考えを信じて
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いたからだ。

「これらの法律は法的な泥棒にすぎない。人の意志に反して何かを取り上げることは、それがどのような目

的で使われるかにかかわらず、盗みに等しい」

しかし個々人としてはなすすべもなく、人々は払わなければ刑務所行きとなることをを恐れた。これらの福

祉政策は多少は助けとなったが、また問題は再発しさらに多くのお金が対策に必要とされた。これらの政策

のために費用がどんどん増え、政府の規模も大きくなっていった。

ほとんどの知事は誠実で最善を尽していた。国民からお金を取りたくなかったので、最後に、政府はファビ

アンとその友人たちからお金を借りるしか方法がなくなった。知事たちはどうやって返済するか、まったくわ

からなかった。親は子どもの教育費が払えなくなった。医者に払うお金もなくなった。輸送機関は破綻した。

政府はこれらの活動を一つずつ、肩代わりしなければならなくなった。教師や医師、その他多くの人が公務

員となった。

自分の仕事に満足している人はほとんどいなかった。彼らは妥当な賃金をもらってはいたが、自分たちの

アイデンティティは失った。巨大な機械の小さな部品に過ぎなかった。

個々人の独創性を出す場所はなく、努力はほとんど認められず、収入は固定化され、昇進は先輩が退職

するか死んだ時だけだった。

しかたなく知事たちはファビアンに助言を求めた。知事たちは彼を賢いと思っていたし、お金の問題を解決

する方法を知っていると考えた。ファビアンは彼らが問題を説明するのをよく聞き、最後にこう答えた。「多く

の人は自分で問題を解決することはできません。誰かにやってもらう必要があります。確かに、大部分の人

は幸福になる権利があり、生活に必要なものを供給されるべきだということにあなたがたは同意するでしょう。

偉大なことわざの一つに「すべての人は平等である」というのがあるでしょう？

バランスをとるための唯一の方法は、金持ちから過剰な富を取り、貧しい人々に回すことだ。税金制度を導

入するのです。持ってる人はたくさん払う。能力に応じて税金を取り、ニーズに応じて配布する。学校、病院

は、金銭に余裕のない人は無料にすべきです」

ファビアンはこうして崇高な理想を語り、最後にこういうのを忘れなかった「ところで私が政府にお金を貸して

いることを忘れないでくださいよ。かなり長いこと貸しているはずです。少なくとも私ができることは、利子分

だけ返してもらうことですから。元本はそのままで、利子だけ」

知事たちはファビアンの哲学を真剣に検討せず、累進課税を導入した。所得が増えるほど税率が上がると

いうものだ。誰もこれを気に入らなかったが、税金を払わなければ刑務所行きとなった。

商人はこれでまた価格値上げを余儀なくされた。 労働者は賃金値上げを要求し、多くの企業が倒産する

か、または人手を機械に置き換えた。これで失業がまた増えたため、政府はさらに福祉やばら撒き政策を

導入した。

特定の業界の雇用を維持するために関税やその他の保護政策が導入された。製造業の目的はものを作る

ことなのか、または、単に雇用を提供することなのかとある人たちは思った。

さらに物事が悪化すると、賃金統制や価格統制、その他あらゆる統制が試みられた。知事はなんとしてでも

お金を手に入れるために消費税、給与税と、あらゆることから税金を取ろうとした。ある人は、小麦を育てる

農家から主婦の手に渡るまでに、1斤のパンに 50 以上の税金が課せられていることに気づいた。
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「専門家」なる人々が登場し、何人かは知事に選ばれたが毎年の議会の後、彼らは何も達成しなかった。

税金は再構成されるだろうという報道はなされたが、税金の総額はいつも増加した。

ファビアンは利子の支払を要求しはじめた。そして税収のますます大きな部分が、ファビアンへの返済のた

めに必要となった。

そして党派政治が始まった。人々はこの問題を解決するのにふさわしい党はどれかを議論しはじめた。政

治家の人格や理想、党のレッテルなどを論じたが、真の問題だけは議論しなかった。議会は困難に陥った。

ある町では、借金が 1 年間の税収を超えた。全国で未払いの利子が増え続け、未払いの利子にさらに利

子がついた。

国の真の富の大部分は徐々にファビアンやその友達がコントロールするかまたは所有するところとなった。

そして人々への支配力が大きくなった。しかし支配はそれで完成することはなかった。彼らは全員を支配す

るまではまだ安心できない、と思った。

このシステムに反対する人のほとんどは金融界の圧力によって黙らされるか、国民の笑いものとなった。そ

れを行うためにファビアンと友人たちはほとんどの新聞、テレビラジオ局を買収し、経営者も慎重に選んだ。

これらの経営者たちの多くは、世界を良くしたいという誠実な願いを持っていたが、自分たちが利用されて

いることはわからなかった。彼らの解決策は問題がもたらした結果に対するものであって、問題の原因その

ものを解決するものではなかった。

いくつかの異なる新聞ができた。右派向け、左派向け、労働者向け、企業経営者向けという具合に。しかし

真の問題について考えていなければ、どれを信じるかは関係なかった。

ファビアンの計画はほぼ完成した。国全体が彼からお金を借りていた。教育やメディアを通して、ファビアン

は人々の心を支配した。人々は、ファビアンが求めるように考え、信じることしかができなかった。

一人の男が、その楽しみのために使い切れないほどの多くのお金を持ったら、後は彼を喜ばせるものは何

だろうか。支配者層の精神構造を持っている者にとって、その答えは権力である。他の人間を支配する力

だ。理想主義者はメディアと政府で利用されたが、ファビアンが探し求めた真の支配者は、支配者層の精

神構造を持つ人々だった。

ほとんどの金細工師も同じようになった。彼らは大きな富の感覚はわかったが、もはやそれに満足できなかっ

た。挑戦と興奮が彼らには必要であり、また大衆に対して権力を持つ事は究極のゲームだった。

彼らは、自分たちは他の誰よりも優れていると信じていた。「支配することは私たちの権利であり、義務であ

る。一般大衆は自分たちに何が良いのかわかってない。だから彼らは集めて組織されなければならない。

支配することは、われわれの生得権だ」

全国にファビアンとその友人は多くの融資会社を所有していた。

たしかにそれらは個人的に、別々に所有されたもので、理屈では彼らは互いに競争していた。しかし実際

互いに緊密に仕事をしていた。彼らは何人かの知事を説得し、「マネー・リザーブ・センター」という名の機

関を設立した。この設立費用も自分たちのお金ではなかった。人々の預金の一部を貸し付けて行ったので

ある。

この機関は外に対して、政府のオペレーションとしてマネーサプライを規制しているように見せかけたが、奇

妙なことにその理事会に知事や公務員が名を連ねることは許されなかった。
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政府はもはやファビアンから直接お金を借りず、このマネー・リザーブ・センターからの借用書システムを使

うようになった。その担保は、翌年の税金から見込まれる収入だった。これは表面的に政府の運営であると

いうことにして、ファビアンらへの疑惑を取り除くという企みとも合致していた。しかし裏でコントロールしてい

たのはファビアンだった。

ファビアンは間接的に政府をそのように支配していたため、政府は彼の言いなりだった。ファビアンはこう豪

語した。「国民のお金を私に管理させなさい。誰が法律を作ろうと、私には関係ありません」またどの政治家

が選ばれても関係なかった。国民の生活の血液であるお金を管理していたのはファビアンだったから。

政府はお金を調達できたが、すべての貸付に利子が課せられた。福祉や施しの政策によって多くのお金

が必要になり、しばらくして、元本はおろか利子だけを返済するのも難しい状態に陥った。

そしてそれでも、次のような疑問を投げかける人々がいた。「お金は人間が作ったシステムだ。それは人間

を支配するためではなく、人間に仕えるものにするよう変えることはできるだろう？」しかし、そういう人々の

数は減っていき、その声は狂ったように架空の利子をかき集めようとするなかで聞こえなくなった。

政権が代わり、党の標語も変わったが、主要な政策は続いた。どの政府が政権につこうと、ファビアンは究

極のゴールへ毎年近づいていった。人々の政策は何も意味をなさなかった。人々は限界まで税金を取ら

れ、もはやそれ以上払えなくなった。今、ファビアンの最終目的を果たすチャンスが訪れた。

マネーサプライのうち 10％は今でも紙幣と硬貨の形で存在した。疑惑を持たせないために、これを廃止す

る必要がある。人々が現金を使っている間は、自由に売買することができ、自分たちの生活をある程度コン

トロールしていた。

しかし紙幣や硬貨を持ち歩くのは必ずしも安全ではない。小切手は地元以外では通用しない。したがって

より便利なシステムが求められていた。

ここでもファビアンは答を持っていた。彼の組織は、全国民に名前と写真、ID番号が書いてある小さなプラ

スチックのカードを発行した。

このカードを提示すれば、どの店でも店員は中央コンピュータに電話をして信用格付けをチェックする。も

しクリアなら、その人は一定額まで欲しいものを何でも買う事ができる。

最初人々はクレジットで小額を使うことが許された。そしてもし 1ヶ月以内に返済すれば利子はつかなかっ

た。これは賃金労働者にとって都合が良かったが、ビジネスマンが何かを始めるには機械を買ったり、製品

を製造したり、賃金を払ったりしなければならないし、そして製品を売って、クレジットを返済しなければなら

ない。返済が１ヶ月を超えると毎月 1.5％の利子がつけられた。

その利子は年間で 18％になった。

ビジネスマンたちは選択肢がなかったために、この利子分 18％を販売価格に上乗せした。それでもこの余

分なお金、またはクレジット(18％）は、誰かに貸し出されたお金ではなかった。国内あらゆるところで、ビジ

ネスマンは 100ドル借りるたびに 118ドルを返済しなければならないという不可能な負担を課せられた。し

かし、この余分の 18ドルは、最初から作られてはいなかったのだ。

それでも、ファビアンと彼の友人たちは、自分たちの社会的立場を上げていった。彼らは尊敬されるべき中

心人物とみなされた。ファビアンたちが行う金融や経済の発表は、ほとんど宗教的な確信をもって受け入れ

られた。
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税負担が増え続け、多くの小規模企業は破綻した。さまざまな運営には特別な許可が必要だったため、生

き残ったものがそれを運営するのは難しかった。ファビアンは大企業のすべてを所有し、支配した。大企業

には数百の関連会社があり、互いに競争しているようにみえたが、それでもそれをすべて支配しているのは

ファビアンだった。いつのまにか競争相手はすべて倒産を余儀なくされた。水道屋、板金工、電気屋といっ

たほとんどの小規模産業も同じ運命にあった。彼らは政府の保護を受けているファビアンの大企業に飲み

込まれていった。

ファビアンはプラスチックカードが紙幣と硬貨をなくすことを促すことを望んだ。彼の計画は、すべての紙幣

がなくなった後コンピュータカードシステムを使うビジネスだけが営業活動を行えるようにすることだった。

そうなると、いずれ、カードをなくす人が出る。そうしたら本人 ID が証明されるまで売買ができないようにす

ることをファビアンは計画した。ファビアンは自分が究極の支配権を持てるような法律を成立させたかった。

その法律は、誰もがその手に ID番号を入れ墨のように書き込むようにするというものだった。そして数字は

特別の灯りの下でだけ見ることができ、それはコンピュータにリンクされ、そのコンピュータは巨大な中央コ

ンピュータに接続される。こうしてファビアンは、すべての人間の、すべてのことを知ることができるのだ。

まとめとその他の情報

このお話はもちろんフィクションです。でももしあなたがこの話は気味が悪いほど真実に近いと思うなら、そ

して実際にファビアンが誰なのかを知りたければ、手始めに 16 世紀、17 世紀におけるイギリスの金細工職

人たちの活動を調べてみるのが良いでしょう。

たとえば、イングランド銀行は 1694 年に創設されました。オレンジ公ウィリアムはフランスとの戦争によって

財政難となり、金細工職人は彼に 120万ポンド（当時の金額としては巨額でした）を貸し付けました。その条

件として：

       １．利子は 8％とする。大憲章(マグナカルタ)が、利子を課したり徴収したりすることは

大罪であるとしていることをよく考えてみてください。

        ２．オレンジ公は金細工職人に銀行を設立することを認め、何もないところから信用

を発行または創造する権利を与える。これ以前は、金細工職人たちが実際に金

庫に持っている以上の金の領収書を発行することは完全に違法でした。大憲章

がこれを合法にしたのです。

1694 年、ウィリアム・パターソンはイングランド銀行を設立することを認可されました。

ところで、このマネー制度の金融界での正しい用語は、『部分準備制度』です。

さあ、これについてもっと良く調べてみましょう。
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